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Fig. 1 System interface.
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図 2 演習のフロー
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としての課題解決能力の向上の調査は，今後の課題で
ある．
3. 1 実 験 方 法






に基づく群分け 20分，システムを用いた演習 30 分，
事後テスト 15分，アンケート 5分であった．




























（いずれも p < .01），効果量は大であった（いずれも
|r| > .5）．また，実験群と統制群では，事前テスト，
事後テストにおいてもスコアに有意差は見られなかっ
た（マン・ホイットニの U検定，p > .1）．これらの
ことから，演習を実施した目標課題に関しては，双方
表 1 演奏テストの正解率
Table 1 Results of performance test.
図 3 演奏テスト正解率
Fig. 3 Accuracy rate of performance test.
表 2 自己克服回数の比較
Table 2 Comparison of numbers of self-overcoming.
表 3 間違い予想テストの正解率
Table 3 Results of prediction test.
図 4 誤り予測テストの正解率
















Table 4 Results of questionnaire.
ソン符号付順位検定によって用いて調べたところ，実
験群においてのみ有意差が見られ（p < .01），効果量
は大であった（|r| > .5）．このことから，仮説 2が検
証できたといえる．なお，実験群と統制群では，事前
テスト，事後テストにおいてもスコアに有意差は見ら












p = .013 < .05, p = .002 < .01）のに対して，統制
群においては，有意差は見られなかった（それぞれ，
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